平成３０年度　学校教育目標等
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学校教育目標
 　社会の有為な形成者としての資質を養うため
１　自らを啓発し、目的に向かってやり遂げる生徒の育成
２  人を敬愛し、豊かな心を持つ生徒の育成
３　心身ともに健康で、正しく判断し行動できる生徒の育成
１　重点目標
　(1) 学ぶ喜びを実感させ、学ぶ意欲を喚起する。

　(2) 自らを律し他者を思いやる心と行動力を育てる。

　(3) 一人一人の将来の夢や志、目標の実現を支援する。

　(4) 自他の生命を大切にし、自ら心身を鍛える態度を育てる。

２　経営方針
　(1) 地域からの負託や支援に応え、地域に信頼される学校づくりに努める。

　(2) 一人一人の生徒の心に迫る教育実践に努める。

　(3) 自立する力と自信を持たせるため、生徒が自ら企画・立案・運営する機会を多く設ける。

　(4) 研修の一層の充実により、職員の資質・力量及び教育の質の向上を図る。

　(5) 職員相互の信頼による組織的な協働実践に努める。

３　教育課程編成の方針

　(1) 学習指導要領に則り、生徒の状況、地域や保護者の期待を踏まえた教育課程を編成し生徒にとっ
て魅力ある授業づくりに努める。

　(2) 生徒の興味・関心や進路希望等に応じた類型を設定することで、生徒の自己決定による意欲の高
い学習集団づくりに努める。

　(3) 特別活動の趣旨に基づき、生徒が主体となり生き生きと活動できる行事づくりに努める。

４　指導上の重点事項
	 学
 習
 指
 導
	１　学力向上
　・「わかる授業」の実践に向けた「Shibeko Supris」の活用と授業改善
・学習課題や小テスト等による学習内容の定着（家庭学習時間の確保）
２　検定試験、資格試験受験の促進

	 生
 徒
 指
 導

	１自ら律する態度の育成
・時間厳守、身だしなみ、環境美化、礼節の徹底
２他者と協働する態度の育成
　・生徒会活動の活性化
３いじめの未然防止と早期発見と的確な対応
　・「基本方針」に基づく指導及び対応
４特別な支援が必要ある生徒への対応
　・教育相談委員会、学年、教務部の連携による組織的な対応

	 進
 路
 指
 導
	１キャリアプランニング能力の向上
　・進路意識の高揚に向けたガイダンスの機能の充実
２生徒の希望進路の実現
　・全ての進路先に対応した指導・支援の充実（一般受験指導体制の強化）

	健康・
安全指導
	１心身の健康増進

　・生徒理解の深化と教育相談体制の充実

２安全意識・生命尊重の精神の高揚

　・災害等における潜在リスクの分析及び対策

　・減災教育の推進


　　　注　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番縦型とする。　　　　　　　　　　　　　
